
5  都市近郊にかける大規模肥育養豚  

の技術体系確立に閲する試験研究  

1． 流動飼料によ る豚の肥育試験  

担当  大 橋 昭 也  井 上  正  

′」、林   茂  奥山  坂   

Ⅰ 目的   

従来一般的把は粉餌と流動（水溶）飼料との消化率妄比較すると、粉飼わ消化率がすぐれてい   

るときれているが、都市近郊における大規拶繹常においてlも給餌労力の省力化と飼料効峯の増   

進のため流動飼料による機械給餌が普及しつゝある現状忙羨み、その乗証試験を行い給餌技術の   

指導楕針を得るため、本試験を実施した。  

Ⅱ 材料および方跨  

1 期間  

平均体重28細から、各個体9D軸、到来暗までとし、その期間は、昭和41年5月25日  

から1□月29日までであった。  

2  供試豚  

昭和41年春．当場生産の中ヨークシヤー稚20喪を用い、A区（流動飼料）B区・（粉餌）  

に各々10雨づつ配分した。  

なお、供試豚の血統、生年月日、健月りは衆1のとおりである。  

5  給与倭】科  

休重50kクまでは産内能力検定1号飼料を、50kg以降90kgまてほ表2に示す自家配合飼   

料をそれぞれ給餌したが、B区については全期間を通じて紛糾に若干の打水を行ない。A区把  

ついてほ、28短から50kダの開拓徐々・把・加水盈を増し、58極以降、乾物菱免比5借り加水  

をした流動飼料を給与した。  

なお、試験期間中の給餌日掛ま、概わ表5に示す基準によった。  

また、この給餌日景は、1週間の増俸及び採食状況に基ずいて決定したものであり、掛てdO   

k地久降の肥育来期分にづいては、A区の増飼の必要性が認められなかったので、鷹高2．4kgと  

なっており、従って前表の上限値はB区に、下限値はA区陀給与した日煮である。   



表1 試  験  豚  

父   毎   要義に京墜  性別   生年月日 ≡   

52   5 5～2 9コエー   58～58マクネット シウンポークレ   めす  41．2．2 0  

5 5   〝   ′′   〝  ／′  

A  
5 d   〝   〝  〝r  〝  
74  〝   〝   〝   41．乙2 2  

l  

75  ′′   58一一57アンテリー スイン ロビン  去勢お   〝  
7（～   〝   ／′   めす   ′′  
11   〝   58′－17ロー・㌣Jレ コー「エr・・・・ポープレ   おす  41．2． 1  

区   1d   〝   〝   ／′   〝  

‘8   〝   58′－577ソテリー スイン ロビン   ／′   4 t2．2 2  

71   〝   〝   ・   ー 〝   

5†   5 5－2 9 コエー  58～58マクネット シウノ ポール   めす、  ．41．2．2【〉  

7 7   〝   58′－57アンチリー スイン ロビン   〝  41．2．22  
7 8   〝   ／′   〝   ／′  

7 9   〝   〝   〝   ル  

8 0   〝   1′   ／′   ／′  

15   〝   58′〉17ロー・ヤル コーエー ポーゾレ   おす  41L2．．1  
15   〝   〝   〝   〝  

4 7   〝   58′－58マグネット ンウノ ポーソレ   〝   4 t一2．20  

8 区                                                                                                          7  

5   〝   58′－5フアンテリー スイン ロビン   〝 1  41．2．22   

衆2 50kg以降の給与額科の配合割合  

検定†一号  仕上棟  婁  大豆粕  カ／レゾウム  食塩  養 分 恩   k当り 単価        DCP  TDN   

4 0％   5 4   2 D   5   D．5   8．5   
15  ‘ブ  郎4甲   

表5  給 餌 日 意  

体  
一 
寛、   給餌日食   体 －  重   給餌 日照   

2 0′－25k・   1．0′・－1．1k   5 d～d【）k   2．1′－2．2 k－   

2 5′－2 7   1．1～1．2   占 0一－d 5   2．2～2．5   

2 7′－51   1．2－1．5   d 5′－d 8   2．5′－′2，4   

51′－5 4   1．5′－1．4   d 8～71   2、5′｝2．5   

5 4′｝5 9   1，d′－・1．5   71～7 4   2．5′－2．占   

5 9一－4 2   1，5－1．d   7 4～7 9   2＿4′－2．‘   

4 2′－4 7   1，7′－1．8   79′｝85   2．4′・一2．‘   

d 7′・－S O   1．9～2．ロ   8 さ′－8‘   2．4－2．8   

5 0′－5‘   2．0′－2．1   8 る～9 0   2．4′－2．9  



4  管理  

課政豚は、10．8丁げの豚努（ウオーターカソブ付）に収容し、当場の慣行に従って一般管理  

を行なった。  

なお、給餌回教は、体寛50kgまでは1日5回、50kg以降は朝夕2回の給餌とした。  

5  調査項 目  

（1）採食並に健康状簡   

（2）発育状況（表8）   

（5）増体並把飼料の利用性  

伸 生体衰9口幅に達した時に屠殺解体して屠体各部位の渦‖定（表d・7）  

・（5）豚舎内の恵庭、湿度（表9・10）  

Ⅲ  試験成績と 考察   

1 採食状況 と 健康状懲  

試験期間中の採食状況をみると、B区について58kクの期間及び80k才以降、▲匡では80   

幅前後にやゝ食慾の不振が認められたが、全般的にけA区の噂好性がすぐれていた。なお、試   

験期間中、臥区の1房酌ま、席ヘルニヤとなったので、7月2d日（5占kタ時）試験から除外し  

たはかlも 両区とも順調K推移した。   

2  増俸及び飼料の利用性  

増体及び飼料の御用鯖償ついては、表4のとおりである。即ち平均体黍2口幅から各解体90   

k伊までの節電日叡、1日平均増俸委孝男育成績祇ついてはA区がやゝすぐれているが、1日平   

均増俸黍でAF5≡54±55．5g、B区555±58．9gであり、t秒定を試みたところ、   

11迂（1・10）＜t0正2・11・（1±5．∩）と有溶件が静められなかった。また読解斯間中の   

都督消費詞はA区がB区よりも、20．8kダ少く、従って飼料零来客でA区5．2d、B区5．57  

となりA区の飼料利用性か磨っていた。  

表5 1日平均増体重の検定  

A  区   8  区   和又は差   l 検  定   

n   10   9  u巴5 7   

¢   9   8   和 17   l＝1・10＜to＝2▲Jl（L竺5り   

▼   5 S 4   5 5 5   差19  

88   11．55D   12．118   和己25．4d8  



表 4  増  俸  及  び  飼  料  利  用  法  

区’■努  評 教  開始時体凰   開始時日令  90kざ日令   l◆所蜃旧教   期間中増体重   

A 区  10   20，1k±さ．5   9工8日±ん5  225、2日±1d．‘  12エ0日±18．9  70．2k±き．4   

8 区、   ：9 u   1父9士iD   98．＝5■±ヱ7   2295士2ロ．8－－  

表 d  屠 体 各 部 の 軌 建 値  

区分  絶食体霊  屠肉歩留   常体長  2   
5   屠 体 巾  

A 区   85．‘k   dス29も  90．1（、釈  75．2   d5：4仇  d8．4（珊l  

B 区   8‘．8   古ふ4  8鼠5  74．9  占4＿7  48‥‘  

」ス  
区 分   断面積  

ロ  ー  
周囲長  

A 区   1d．1ぐれ  15．6C机  55．7％－  5丘7％  

8 1占．2（Ⅶ  
． 

15・  55・9■  背  牒  長                血                  d        54．2c覿                      52．5             大 利 肉 片 の 都 合        粁′ 骨 教         カ タ   ロースバラ    ノヽ  ム．                  ？9d9乙   21てロ   
村 費  発  育  成  績  

体測月 日  5．25   ム1   よ8  ム15  る．22  丘29  2．1‘  ス15  720  ス25   ス27  
流  
鱒  数   10   1D   10   10   1ロ   10   10   10   1ロ   1D   10  

飼  弓。0・・～  

料  1，0   2．8  d．5   5．2   5．7   ム5   5．‘   5．0  】ま4   0．2   

備  考  7月25月 臨時体制（前期終了） 10，月1■5・日±■■ 生 ■体  

体側月 日  5．25   ム1   ‘．8  ＆15  ム22  d．24  ム25  ‘．29   ス‘    ス15 7［2 0  
粉  
頭  数   10   10   10   10  10＿   10   1ロ   1ト   10  10  1D  

2d．2                    平均体重  2口，D  21．4  25．7   2R5  2免7  5D．7  55．0  5ムd    48・1 44・1  

餌  1．4   2．さ   2．5  5．1  0．4  ‡1・0   2．5  ＝ 5．d    ■5・5 AO   

備  考   占月24。25日 許時体測  7月27日（前期終了）18月19日   



二1日平一均 増俸更  u 飼料消費晃  要求轟  55qg±55．5  i228二7k  5．2J  55．5±58．9  24景5  5．57   
表7 、脾肪．の」季さ  

区分   カ タ   
背 部 脂 肪  
セ   コ シ 

膵 部 将 肪 －  
平 均  前  I  中  后   ：喝   

A区  d．5＋ロ．52の王  2．5＋1．1c釈  2．7＋0．40．  5．1±0．22c催   1．4G取  1．5C爪   さ．ロ仰  1．9＋8．2骨  

占区  4．2＋ロ。－50   2．1±0．58  乞d±0．2（～   5．D±0．21   1. 2 u 1．7   2．9  蜘55   

8．ち  8．10  8．17  8．24  8．51   免7  R14  R21  鼠28  10．5  10．15   

10   10   †D   10   9   9  9   8   5   

55．7  5R8  d4，2  ‘8．う  72．5  7ま7  791  82．7  8ムd  188・0   90．0   
5．1   4．1   4．4   d．1   4．0   1．4   5．4   5．占   5．9   2．2  

試 験 終 了  

ス27   8．5  8．10  8．17  8、2／I  8．51   97  ？†ヰ  父21  史28   10，5  1D．12  1ロ．19   

10   1つ   9   9   9   9   9   8   8   7   4   2   

50．0  52．8  5ス5  dt5  る4．0  ‘父2  72．9  75．5  80．4  85．d   85．4   85．5   90．0   

5．9   2．8   4．5   4．2   2．5   5．2   5，7   2．4   5．1   5．2   1．8   0．1   4．5   

生体試験終了   



5  居体調査成績  

生体重9ロ匝で肥育を煎了した試験豚の中から発育中庸のものKついて、両区から各々めす  

2、去勢おす2計づ褒ずつを、屠殺解体し、常法に従って調査した結果は、表d、衆7のとお  

りである。  

即ち、屠肉歩留、屠体各部の長き、ロース断面積、大別肉片の割合等に大きな相遠が認めら  

れず、また、枝肉取引上重要な指標となる背脂肪の厚さ忙ついては、背部脂肪層の平均ではA  

区る．1±0．22c耶、B区5．0±n21＝放とやゝA区が劣ったが、有意性は認められなかった。  

なお、赤肉、脂肪の色沢、肉緊り等横内の－・般的仕上り状態を含めて居体療査の結果、A区  

76．9点、B区775点となり、やゝB区が勝りていた。   

Ⅵ  要約  

飼料の風乾物長泉比で5倍の加水をした流動飼料托よる群飼肥育試験の紆乗を要約すれは、概  

ね下記のとおりである。   

（1）夏期を経過する肥育豚に対する流動飼料の嗜好性は良好であった。  

（2）流動飼料把よれは、肥育後期の給隈日長を節減することができる。   

（51肥育後期の袷鰐日量をB区より減じたが、その増体速度忙は影啓を認めなかった。   

（4）肥育後期の給餌日愚を節減することケこよって、飼料費求率を改善することができる。   

（5）この飼料要求率の改善は、席料損耗の防止と消化率の向上によるものではないかと考えられ  

る。   

（d）流動飼料の給与が常体の品質把特に悪い影郡を及はすようなことはなかった。   
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